
旬の地元野菜などの農産物や食品等
を予約購入し、受け取れるサービス

「T
ト コ サ
oCSA」が始まりました。購入手続きはス

マホアプリから行い、予約した品物はカフェや
映画館、コミュニティセンターなど登録された
場所から選んで受け取ります。運営している市
集落支援員の遠

えんどう
藤真

ま も り
森さんは「新鮮な地元の

ものを普段の生活のついでに便利に手に入れ
ることができます。新しい地産地消の取組みを
豊岡から広げていきたい」と話しました。

有子山城築城450周年を記念して、12
月１日に「但馬・丹波・播磨 地酒フ

ェア」が出石庁舎前広場で開催されました。
会場には、山城のある但馬・丹波・播磨の
各地域から22銘柄の地酒が並び、１カップ

（約60cc）当たり100円から飲み比べができ
る試飲会と瓶の小売販売が行われました。
　来場者は「普段、出石地域では買えない
各地域の地酒を安く飲み比べができて嬉し
い」と舌鼓を打っていました。
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催
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意
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子
ど
も
た
ち
に
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優
し
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れ
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い
で
ほ
し
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昨
今
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Ｎ
Ｓ
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ボーイスカウト日高第１団
カブスカウト隊　隊長

山
やまもと
本卓

たくや
也さん

日高町在住。父親が隊長を務めていたこ
とから小学３年生の時に入隊する。進学
で上京するが、地元に戻り声を掛けられ
たことを機にボーイスカウトでの活動を
再開する。現在、カブスカウトの隊長と
なって７年目。隊長として「いつも子ども
たちの先頭にいること。時には、前を行
く子どもたちの背中に、常に隊長が付い
て見守っていること」を心掛けている。
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